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特集【平成２４年度　六所家総合調査概報】
　六所家総合調査の経過と今後の予定   相場　朋子（ １ ）
　今宮の今宮浅間神社   松田香代子（ 3 ）
　六所家旧蔵の御用札から見る下方五社の宗教活動について   井上　卓哉（ 7 ）
　近世陶磁器からみた東泉院の活動   佐藤　祐樹（ 9 ）
　東泉院関係新出史料「神道裁許状」の紹介   井坂　武男（１１）

厨
ず

子
し

入
いり

紅
ぐ

玻
は

璃
り

色阿弥陀如来・不動明王・愛
あい

染
ぜん

明王坐像

　平成25年 2 月 2 日㈯に富士市役所消防防災庁舎 ７階大会議室でシンポジウムを行いました。
このシンポジウムは仏教の経典などの「聖

しょう

教
ぎょう

」に関するもので、 6人の先生に講演をしていた
だきました。そこで六所家旧蔵資料にある「聖教目録」や「厨

ず

子
し

入
いり

紅
ぐ

玻
は

璃
り

色阿弥陀如来・不動
明王・愛

あい

染
ぜん

明王坐像」（写真上）などの紹介をして下さいました。
　当日は県内外から143人の方々にご来場をいただき、盛況のうちに終了することができました。

東泉院聖教の世界～富士山麓・吉原宿のアーカイブスを探る～について
六所家総合調査シンポジウム
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六
所
家
総
合
調
査
の
経
過
と
今
後
の
予
定

相
場　

朋
子　

　

平
成
一
八
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
六
所
家
旧
蔵
資
料
の
整
理
作
業
も
本
年
度
で
八
年
目
を

迎
え
る
。
六
所
家
旧
蔵
資
料
は
、
富
士
市
今
泉
に
存
在
し
た
富
士
山
東
泉
院
と
い
う
寺
院

と
、
そ
の
後
身
で
あ
る
六
所
家
に
伝
わ
る
資
料
で
あ
る
。
古
文
書
、
書
画
、
富
士
山
信
仰
、

民
俗
、
埋
蔵
文
化
財
、
建
造
物
・
庭
園
、
聖し

ょ
う

教ぎ
ょ
う

の
各
分
野
に
お
い
て
専
門
の
調
査
委
員
指

導
の
も
と
、
総
合
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
四
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
報
告
す
る
機
会
と
し
て
、
聖
教
分
野

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
民
俗
分
野
か
ら
は
、
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
報

告
書
を
刊
行
し
た
。
本
稿
で
は
、
今
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
資
料
や
、
そ
れ

ら
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
東
泉
院
の
実
像
に
つ
い
て
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

　

東
泉
院
は
吉
原
宿
の
北
側
の
丘
陵
南
端
に
境
内
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
地
域
を
上う

え

和わ

田だ

と
い
う
。
富
知
六
所
浅
間
神
社
の
池
を
起
点
と
す
る
和
田
川
が
、
東
泉
院
の
南
側
を
流
れ

て
い
る
。吉
原
宿
や
和
田
川
は
東
泉
院
と
そ
の
周
辺
を
描
い
た
絵
図
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
の
東
泉
院
周
辺
絵
図
に
は
、
東
泉
院
の
境
内
は
現
在
の
吉
原
公

園
付
近
、
本
堂
は
現
在
の
日
吉
浅
間
神
社
付
近
に
描
か
れ
て
い
る
（
杉
山　

二
〇
〇
八
）。

　

東
泉
院
は
、
少
な
く
と
も
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
頃
に
は
上
和
田
の
地
に
境
内
を
構

え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
富
士
山
興こ

う

法ぼ
う

寺じ

（
村
山
修
験
）
と
の
結
び
つ
き
か
ら
、

第
一
代
（
中
興
）
住
職
雪
山
の
頃
は
修
験
道
本
山
派
と
し
て
活
動
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

第
二
代
住
職
快
印
か
ら
第
二
一
代
住
職
蘂ず

い

雄ゆ
う

ま
で
、
真
言
宗
の
密
教
寺
院
と
し
て
続
い
て

い
く
。
明
治
時
代
初
期
の
神
仏
分
離
政
策
に
よ
り
、
蘂
雄
は
復ふ

く

飾し
ょ
く

し
て
六
所
良よ

し

邑さ
と

（
六
所

家
一
代
目
当
主
）
と
名
乗
り
、
日
吉
浅
間
神
社
の
神
主
と
な
っ
た
（
大
高　

二
〇
一
一
）。

　

日
吉
浅
間
神
社
の
西
側
に
は
旧
六
所
邸
が
あ
っ
た
。
現
在
六
所
邸
主
屋
は
解
体
さ
れ
、

土
蔵
（
宝
蔵
）
の
み
現
存
し
て
い
る
。
主
屋
の
跡
地
は
東
泉
院
の
活
動
を
探
る
べ
く
発
掘

調
査
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

六
所
家
の
主
屋
に
は
、「
ミ
タ
マ
ヤ
（
御
霊
屋
）」
と
い
う
祭
壇
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
六

所
家
関
係
者
の
位
牌
の
ほ
か
に
、
歴
代
の
天
皇
家
や
東
照
大
権
現
（
徳
川
家
康
）
を
祀
る

位
牌
、
歴
代
住
職
を
祀
る
霊
簿
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
た
（
松
田　

二
〇
一
〇
）。
ま
た
、

東
泉
院
の
過
去
帳
か
ら
は
、
皇
室
関
係
者
や
武
家
、
名
僧
、
東
泉
院
歴
代
住
職
の
名
前
が

確
認
で
き
る
（
口
絵
１
）。
こ
の
こ
と
は
、
東
泉
院
が
天
皇
家
や
将
軍
家
を
お
祀
り
す
る

こ
と
を
許
さ
れ
た
、
格
式
の
高
い
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
東
泉
院
の
住
職

は
、
年
始
の
挨
拶
や
歴
代
徳
川
将
軍
供
養
の
た
め
に
江
戸
へ
出
向
き
、
納
経
拝
礼
を
行
っ

て
い
た
。
宝
永
の
噴
火
の
翌
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
は
、
幕
府
よ
り
天
下
安
全
・
富

士
山
鎮
火
の
祈
祷
を
命
じ
ら
れ
、
第
一
一
代
住
職
光
盛
が
江
戸
へ
参
府
し
て
い
る
。

　

江
戸
幕
府
の
第
一
四
代
将
軍
・
徳
川
家
茂
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
と
元
治
二
年

（
一
八
六
五
）
に
上
洛
し
、
そ
の
際
、
東
泉
院
に
宿
泊
し
て
い
る
。
東
泉
院
は
家
茂
を
迎

え
る
た
め
に
、
文
久
二
年
に
本
堂
や
歓か

ん

喜き

堂ど
う

、
護ご

摩ま

堂ど
う

と
、
東
照
大
権
現
を
祀
る
神
社
を

修
理
・
造
営
し
て
い
る
（
大
高　

二
〇
〇
九
）。

　

歓
喜
堂
や
護
摩
堂
で
は
、
浴よ

く

油ゆ

供く

や
不
動
護
摩
供
と
い
っ
た
密
教
の
秘
法
を
行
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
泉
院
資
料
の
中
に
は
、
護
摩
供
の
際
に
作
成
し
た
護
符
（
御
札
）

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
月
の
儀
礼
と
し
て
大
般
若
会
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
作
成

し
た
御
札
や
、
本
尊
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
」
も

残
っ
て
い
る
（
井
上　

二
〇
一
三
）。
東
泉
院
に
伝
わ
る
釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
は
、
一

三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
前
半
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
四
天
王
と
共

に
描
か
れ
る
十
二
神
の
頭
上
に
十
二
支
の
動
物
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

る
。
東
泉
院
は
こ
の
よ
う
な
護
摩
供
や
大
般
若
会
な
ど
の
儀
礼
を
、
支
配
地
域
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
将
軍
家
や
大
名
家
に
対
し
て
も
行
っ
て
い
た
。

　

東
泉
院
は
、
第
三
代
住
職
快
温
の
時
に
醍だ

い

醐ご

寺じ

報ほ
う

恩お
ん

院い
ん

の
末
寺
と
な
る
。
ま
た
、
東
泉

院
に
は
醍
醐
寺
三さ

ん

宝ぼ
う

院い
ん

流
の
流
れ
を
汲
ん
だ
聖
教
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
る
。「
聖
教
」と
は
、

経
典
の
注
釈
書
、
寺
院
で
の
行
事
の
次
第
、
儀
礼
の
作
法
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
泉
院
の
聖
教
資
料
は
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
来
し
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
的
に

も
大
変
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。
第
二
一
代
住
職
蘂
雄
が
『
聖
教
目
録
』
に
東
泉
院
の
聖
教

を
ま
と
め
て
お
り
、
現
在
の
調
査
で
は
そ
の
目
録
を
も
と
に
整
理
作
業
を
進
め
て
い
る
。
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東
泉
院
の
聖
教
の
中
で
最
も
古
い
も
の
が
、
一
四
世
紀
の
僧
・
文も

ん

観か
ん

が
記
し
た
『
秘ひ

密み
つ

源げ
ん

底て
い

口く

決け
つ

』
の
写
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
三
尊
合
行
法
」
と
い
う
醍
醐
寺
三
宝
院
流

の
最
極
秘
法
が
説
か
れ
、
東
泉
院
に
は
、
そ
の
本
尊
と
考
え
ら
れ
る
「
厨ず

子し

入い
り

紅ぐ

玻は

璃り

色

阿
弥
陀
如
来
・
不
動
明
王
・
愛あ

い

染ぜ
ん

明
王
坐
像
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
高
橋　

二
〇
〇
八
）。

　

醍
醐
寺
は
京
都
に
あ
る
真
言
宗
醍
醐
派
の
総
本
山
で
あ
り
、
報
恩
院
や
三
宝
院
は
醍
醐

寺
の
五
門
跡
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
央
の
格
式
の
高
い
寺
院
か
ら
伝
え
ら
れ
た

真
言
密
教
一
流
の
聖
教
が
、
東
泉
院
を
通
し
て
周
辺
地
域
の
神
社
へ
も
伝
播
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
聖
教
の
秘
法
や
作
法
を
伝
授
し
た
証
と
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
が
「
神

道
印い

ん

信じ
ん

」
で
あ
り
、
東
泉
院
に
は
八
十
通
印
信
な
ど
の
神
道
書
が
伝
わ
る
。
ま
た
、
密
教

の
秘
法
を
伝
授
す
る
儀
礼
の
際
に
本
尊
と
さ
れ
た
「
神し

ん

道と
う

灌か
ん

頂じ
ょ
う

本
尊
図
」（
口
絵
２
）
も

残
っ
て
お
り
、
東
泉
院
の
宗
教
体
系
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
阿
部　

二
〇
〇
九
）。

　

東
泉
院
は
下
方
五
社
の
別べ

っ

当と
う

職
を
務
め
て
お
り
、
下
方
五
社
を
管
理
す
る
中
で
五
社
の

神
事
や
作
法
に
も
携
わ
っ
て
い
た
。
下
方
五
社
と
は
、三
日
市
場
の
富
知
六
所
浅
間
神
社
・

原
田
の
滝
川
神
社
・
今
宮
の
浅
間
神
社
・
入
山
瀬
の
浅
間
神
社
・
今
泉
の
日
吉
浅
間
神
社

の
五
つ
の
浅
間
神
社
を
指
す
。
東
泉
院
に
は
富
士
山
信
仰
に
関
わ
る
寺
社
の
由
来
や
伝
説

を
説
く
『
富
士
山
大
縁
起
』
と
い
う
資
料
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
中
の
「
五
社
記
」
に
は
、

下
方
五
社
の
由
緒
や
祭
礼
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富
士
山
の
神
様
を
か
ぐ
や
姫

と
す
る
説
話
も
記
さ
れ
て
お
り
、
富
士
山
麓
周
辺
に
伝
わ
る
富
士
山
と
か
ぐ
や
姫
の
伝
説

を
考
え
る
上
で
も
大
変
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
泉
院
に
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
中
野
・
一い

っ

色し
き

・
神ご

う

戸ど

・
今い

ま

宮み
や

村
と
、
伝
法
・

今
泉
（
旧
善ぜ

ん

徳と
く

寺じ

）
村
の
一
部
か
ら
一
九
〇
石
余
り
の
朱
印
地
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
年
貢
収
入
に
よ
っ
て
寺
院
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
東
泉
院
宛
の
文
書
の

中
に
は
「
御
別
当
様
」、「
御
地
頭
様
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　

旧
善
徳
寺
村
付
近
で
は
、「
善
徳
酢
」
と
い
う
酢
が
作
ら
れ
て
い
た
。
善
徳
酢
は
第
二

代
住
職
快
印
の
時
代
に
陣
中
の
徳
川
家
康
に
献
上
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
一
時
途
絶

え
た
時
期
は
あ
る
が
、
第
七
代
住
職
快
雅
の
時
代
ま
で
江
戸
幕
府
に
献
上
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
も
商
品
と
し
て
江
戸
で
流
通
し
、
東
泉
院
の
お
土
産
品
に
も
な
っ
て
い

た
（
大
高　

二
〇
一
一
、
菊
池　

二
〇
一
二
）。

　

調
査
を
通
じ
て
、
東
泉
院
は
格
式
の
高
い
密
教
寺
院
で
あ
り
、
地
域
の
支
配
者
と
し
て

も
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
古
文
書
①
（
中
世
と
近
世

初
期
文
書
）
と
埋
蔵
文
化
財
、
建
造
物
・
庭
園
の
三
分
野
の
報
告
書
を
刊
行
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、一
〇
月
一
二
日
か
ら
開
催
す
る
展
示
会
「
富
士
山
東
泉
院
と
富
士
山
信
仰
」

で
は
、
東
泉
院
の
資
料
の
中
か
ら
も
、
富
士
山
信
仰
に
つ
な
が
る
資
料
を
紹
介
す
る
。

【
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献
】

阿
部
泰
郎　
「
東
泉
院
聖
教
の
復
元
と
『
秘
密
源
底
口
決
』
の
発
見
―
調
査
中
間
報
告
―
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
五
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
〇
九

井
上
卓
哉　
「
護
符
か
ら
み
る
東
泉
院
の
宗
教
行
事
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書　

民
俗
』
富
士
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
三

大
高
康
正　
「
将
軍
徳
川
家
茂
の
上
洛
と
東
泉
院
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
五
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
〇
九

　
　
　
　
　
「「
東
泉
院
代
々
住
持
帳
」
に
み
る
東
泉
院
歴
代
の
事
跡
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
八
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
一
一

　
　
　
　
　
「
善
徳
寺
酢
に
関
す
る
一
考
察
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
九
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
一
一

菊
池
邦
彦　
「
富
士
山
東
泉
院
を
訪
れ
た
人
々
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
一
一
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
一
二

杉
山
一
弥　
「
絵
図
に
み
る
東
泉
院
境
内
堂
舎
の
変
遷
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
三
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
〇
八

高
橋
平
明

 「「
釈
迦
三
尊
十
六
善
神
図
」「
紅
玻
璃
色
阿
弥
陀
如
来
・
不
動
明
王
・
愛
染

明
王
坐
像
」「
大
黒
天
立
像
」」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
三
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
〇
八

松
田
香
代
子
「
六
所
家
主
屋
に
残
さ
れ
た
御
霊
屋
」

　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
七
号　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
一
〇

（
富
士
市
立
博
物
館　

学
芸
員
）
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今
宮
の
今
宮
浅
間
神
社

松
田
香
代
子　

は
じ
め
に

　

旧
六
所
家
が
あ
っ
た
上う
え

和わ

田だ

町
内
会
（
今
泉
七
丁
目
・
八
丁
目
・
九
丁
目
の
一
部
）
に

は
、
裾
野
市
須す

山や
ま

の
十じ

ゅ
う

里り

木ぎ

に
向
か
う
十
里
木
街
道
が
南
北
に
通
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

主
要
地
方
道
富
士
・
裾
野
線
が
十
里
木
街
道
の
東
側
に
並
行
し
て
い
る
た
め
、
上
和
田
町

内
の
旧
道
は
地
元
の
人
び
と
が
日
常
的
に
利
用
す
る
生
活
道
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
旧
道

は
上
和
田
町
内
の
北
端
で
東
に
曲
が
り
、
や
が
て
主
要
地
方
道
に
合
流
し
て
現
在
の
十
里

木
街
道
と
な
る
。

　

こ
の
上
和
田
町
内
の
旧
道
に
あ
る
丁
字
路
に
は
、「
観
音
大
士
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
た

石
塔
が
建
っ
て
い
る
。「
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
三
月
吉
日
」
と
「
右　

十
里
き　

左　

大
宮
ミ
ち
」
の
記
銘
が
あ
り
、
道
標
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
十
里
木

街
道
が
富
士
宮
浅
間
大
社
か
ら
富
士
山
・
愛あ

し

鷹た
か

山
中
を
ぬ
け
て
、
十
里
木
の
本
村
で
あ
る

須
山
の
浅
間
神
社
へ
と
向
か
う
信
仰
の
道
で
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
泉
か
ら
十
里
木
街
道
を
北
へ
上
っ
て
い
く
と
、
一い

っ

色し
き

、
神ご

う

戸ど

、
今い

ま

宮み
や

の
順
に

村
落
が
あ
り
、
今
泉
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
ヤ
マ
ガ
（
山
方
）
と
呼
ん
で
い
た
。
か
つ
て

の
東
泉
院
領
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
十
里
木
街
道
沿
い
に
立
地
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
村
落
の
中
で
、
最
も
北
に
位
置
す
る
の
が
今
宮
で
あ
る
。
今
宮
の
氏
神
は
今い

ま

宮み
や

浅せ
ん

間げ
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

で
あ
り
、
東
泉
院
が
別
当
を
務
め
る
神
社
で
も
あ
っ
た
。
今
宮
で
は
、
近
代

以
降
、
東
泉
院
が
六
所
家
と
な
っ
て
も
ト
ウ
セ
ン
ゲ
（
ト
ウ
セ
ン
ゲ
ン
）
と
呼
び
、
第
二

次
大
戦
後
の
農
地
改
革
ま
で
地
主
小
作
関
係
を
継
続
し
た
家
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
東

泉
院
と
今
宮
、
そ
し
て
今
宮
浅
間
神
社
と
の
関
係
を
解
明
す
る
前
段
階
と
し
て
、
本
稿
で

は
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
、
今
宮
の
概
要
を
と
ら
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

一　

今
宮
と
い
う
村
落

　

今
宮
は
、
今
宮
浅
間
神
社
が
あ
る
海
抜
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
立
地
す
る
村
落
で
あ

る
。
平
成
二
五
年
四
月
現
在
の
世
帯
数
は
三
六
九
、
人
口
は
一
一
二
五
人
で
あ
る
。
こ
れ

が
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
は
戸
数
五
三
、
人
口
二
四
〇
人
で
あ
っ
た
と
い
い
（
菊
池

邦
彦
「
富
士
山
東
泉
院
領
に
暮
ら
す
人
々
」『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
一
〇
号
、

二
〇
一
二
年
一
月
）、
現
在
で
は
六
倍
強
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
、
今
宮
の
内
部
は
、
上
一
色
（
上
）・
西
村
・
東
村
・
中
村
・
陽
光
台
の
五
地
区

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
陽
光
台
は
新
興
住
宅
地
で
、
旧
来
か
ら
あ
る
の
は
四
地

区
で
あ
る
。
祭
り
や
行
事
の
当
番
は
こ
の
地
区
単
位
で
お
こ
な
わ
れ
、
戸
数
の
少
な
い
中

村
は
隣
接
す
る
西
村
と
合
同
で
行
事
に
あ
た
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
盆
行
事
は
家
ご
と

の
祭
り
で
あ
る
が
、
今
宮
全
体
の
火
祭
り
も
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

火
祭
り
と
い
う
の
は
、
八
月
一
三
日
の
盆
の
入
り
か
ら
一
六
日
の
盆
の
明
け
ま
で
、
毎

日
暗
く
な
る
時
刻
に
お
こ
な
う
村
の
行
事
で
、
男
の
子
達
が
主
役
で
あ
っ
た
。
地
区
ご
と

に
日
送
り
で
当
番
に
あ
た
り
、
一
三
日
は
東
村
と
中
村
、
一
四
日
は
上
地
区
、
一
五
日
は

お
こ
な
わ
ず
、
一
六
日
の
送
り
火
は
西
村
と
い
う
順
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
達
の
み
で
シ
ュ

ロ
縄
を
な
い
、
そ
の
先
端
に
松
の
根
の
松
明
を
く
く
り
つ
け
て
点
火
し
、
タ
イ
マ
ツ
フ
リ

（
松
明
振
り
）
を
し
た
。
火
祭
り
は
、
今
宮
浅
間
神
社
の
前
を
横
切
る
主
要
地
方
道
富
士
・

富
士
宮
・
由
比
線
を
、
西
か
ら
東
へ
と
松
明
を
振
り
な
が
ら
歩
い
た
。
か
つ
て
は
一
〇
八

本
の
松
明
を
用
意
し
た
と
い
い
、
火
振
り
の
盆
行
事
と
し
て
は
、
市
内
各
地
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
今
宮
と
久
沢
北
区
で
復
活
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
盆
供
養
の
ヒ
ャ
ク
ハ
ッ
タ
イ
（
百
八
灯
）
を
習
合
し
た
か
た
ち
で
あ
り
、
虫
送

り
行
事
も
兼
ね
て
い
た
と
伝
え
る
。
四
七
年
ほ
ど
前
に
徐
々
に
廃
れ
た
が
、
平
成
に
入
っ

て
か
ら
復
活
し
、
平
成
二
五
年
八
月
に
は
二
一
回
目
を
迎
え
る
。

二　

今
宮
浅
間
神
社
の
祭
り

　

と
こ
ろ
で
、
今
宮
浅
間
神
社
は
今
宮
の
中
で
も
村
の
中
心
で
は
な
く
、
北
西
寄
り
に
位

置
す
る
。
今
宮
浅
間
神
社
の
す
ぐ
裏
手
ま
で
マ
ル
ビ
（
丸
火
・
丸
尾
）
と
呼
ば
れ
る
富
士

山
溶
岩
流
（
大お

お

淵ぶ
ち

丸
火
）
が
あ
り
、
木
も
育
た
な
い
原
野
で
あ
っ
た
。
そ
こ
よ
り
下
に
は

マ
ル
ビ
は
な
く
、い
わ
ば
マ
ル
ビ
の
先
端
に
今
宮
浅
間
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
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か
つ
て
、
神
社
の
裏
に
は
オ
セ
ン
ス
イ
（
御
泉
水
）
と
呼
ば
れ
る
湧
水
地
も
あ
っ
た
が
、

現
在
は
涸
れ
て
し
ま
っ
た
。オ
セ
ン
ス
イ
で
禊
ぎ
を
し
た
と
い
う
話
は
聞
け
な
か
っ
た
が
、

マ
ル
ビ
の
先
端
に
ま
つ
ら
れ
た
今
宮
浅
間
神
社
は
、
鎮
火
を
目
的
に
し
た
富
士
山
信
仰
の

一
端
を
に
な
っ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

今
宮
浅
間
神
社
の
参
道
は
、
今
日
で
は
東
西
に
横
切
る
主
要
地
方
道
富
士
・
富
士
宮
・

由
比
線
に
面
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
鳥
居
か
ら
北
側
に
向
か
う
道
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
鳥
居
脇
に
は
鳥
居
杉
と
呼
ば
れ
た
大
杉
が
あ
っ
た
が
、
枯
れ
て
株
跡
の
み
が
残
る
。

さ
ら
に
、
今
宮
の
南
に
位
置
す
る
神
戸
に
は
今
宮
浅
間
神
社
の
一
の
鳥
居
が
あ
っ
た
と
い

い
、
参
道
が
神
戸
を
基
点
に
神
社
へ
と
続
い
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
川
口
の
オ
オ
ヤ
（
ま
た
は
西
村
に
あ
る
の
で
西
の
オ
オ
ヤ
）
と
呼
ば

れ
た
川
口
家
が
神
主
で
あ
っ
た
。
鳥
居
脇
に
は
、
大
正
の
関
東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た

社
殿
を
再
建
し
た
、
当
時
の
神
職
川
口
祭
十
郎
の
標
柱
が
建
つ
。
そ
こ
に
は
、
滝
川
神
社

の
神
主
を
兼
務
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
東
泉
院
領
時
代
、
川
口
家
は
鎰か

ぎ

取と
り

を

世
襲
し
、
最
後
の
鎰
取
「
織
部
」
が
明
治
に
な
っ
て
「
祭
十
郎
」
と
改
名
し
た
。

　

今
宮
浅
間
神
社
の
祭
り
は
、
一
〇
月
一
六
日
の
オ
ヒ
マ
チ
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
か
つ
て

は
、
こ
の
例
祭
と
は
別
に
五
月
二
日
に
お
こ
な
う
流
鏑
馬
神
事
が
あ
っ
た
。
伝
承
で
は
、

五
月
一
日
に
滝
川
神
社
、
二
日
に
今
宮
浅
間
神
社
、
三
日
に
三
日
市
浅
間
神
社
（
富
知
六

所
浅
間
神
社
）、
四
日
に
入い

り

山や
ま

瀬せ

か
日
吉
浅
間
神
社
（
ま
た
は
米よ

ね

之の

宮み
や

浅せ
ん

間げ
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

）、
五
日

に
大
宮
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
と
い
う
順
に
、
日
送
り
で
流
鏑
馬
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
鉄
砲
馬
場
と
も
い
う
）
で
あ
っ
た
。
流
鏑
馬
の
馬
は
ヤ
ク
ウ
マ
（
役
馬
）
と
い
い
、
今

宮
か
ら
三
騎
、
神
戸
と
一
色
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
騎
の
計
五
騎
が
出
た
。

　

浅
間
神
社
の
神
様
は
馬
が
好
き
な
女
神
様
で
、
今
宮
で
は
こ
の
五
社
を
五
姉
妹
に
た
と

え
、
今
宮
が
二
番
目
、
大
宮
が
シ
マ
イ
ッ
コ
（
末
っ
子
）
だ
と
言
っ
て
い
た
。
明
治
に
な

る
と
、
流
鏑
馬
で
役
馬
が
駆
け
た
あ
と
、
余
興
に
競
馬
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
今
宮

浅
間
神
社
境
内
地
の
周
囲
を
駆
け
抜
け
た
。
ス
タ
ー
ト
は
流
鏑
馬
と
同
じ
く
馬
場
先
観
音

付
近
で
、
西
か
ら
東
へ
向
か
い
、
鳥
居
脇
か
ら
北
へ
と
上
り
、
神
社
の
北
側
を
回
っ
て
南

へ
と
下
り
、
再
び
流
鏑
馬
の
馬
場
に
出
て
、
鳥
居
前
を
過
ぎ
て
ゴ
ー
ル
と
な
る
。
競
馬
に

は
、
今
宮
以
外
に
近
隣
の
神
戸
や
一
色
、
鵜
無
ヶ
淵
、
桑
崎
な
ど
の
農
耕
馬
の
持
ち
主
が

参
加
し
、
優
勝
す
る
と
優
勝
旗
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
た
ら
い
や
お
櫃ひ

つ

、
バ
ケ
ツ
の
ほ

か
、
茶ち

ゃ

簞だ
ん

笥す

や
木
綿
の
反
物
な
ど
の
豪
華
な
景
品
も
用
意
さ
れ
、
反
物
は
竹
に
吊
し
て
披

露
さ
れ
た
。
流
鏑
馬
神
事
は
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
も
競
馬
は
続
け
ら
れ
、
昭
和
二
七

年
頃
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。

三　

記
録
類
に
み
る
今
宮
浅
間
神
社

　

現
在
の
聞
き
取
り
で
は
、
東
泉
院
領
時
代
の
今
宮
お
よ
び
東
泉
院
が
別
当
を
務
め
た
今

宮
浅
間
神
社
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
旧
六
所
家
所
蔵
文
書

以
外
に
残
さ
れ
た
記
録
類
を
引
用
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
近
世
後
期
に
編
ま
れ
た
地
誌
類

の
う
ち
、
最
も
詳
細
な
記
述
が
あ
る
『
駿
河
記
』（
桑
原
藤
泰
、
文
政
三
年
〈
一
八
二
〇
〉

成
立
）
を
見
て
み
る
（
一
部
読
み
下
し
文
、
筆
者
）。

今
宮　

吉
原
に
至
る
ま
で
凡
そ
弐
里
。
田
額
拾
八
石
四
升
壱
合
。
東
泉
院
領
。

○
浅
間
神
社　

母
之
宮
と
号
す
。
祭
る
所
犬
飼
明
神
也
。
鍵
取　

川
口
喜
内
。

　

今
宮
浅
間
神
社
と
称
し
奉
る
。
富
士
五
社
の
其
一
な
り
。
往
古
は
大
社
に
て
摂
社

四
十
、
即
今
の
神
戸
は
其
一
の
鳥
居
の
あ
り
し
所
な
り
。
武
田
信
玄
入
道
の
兵
火
に

か
ゝ
り
て
焼
亡
し
て
後
、
僅
に
小
祠
と
な
れ
り
。
年
に
五
度
の
祭
礼
、
流
鏑
馬
祭
を

大
祭
と
す
。
下
方
五
騎
警
固
を
勤
む
。
東
泉
院
祭
事
を
預
る
。
社
中
に
薬
師
如
来
の

今
宮
浅
間
神
社
の
流
鏑
馬
は
、

前
述
し
た
社
前
を
東
西
に
横
切

る
主
要
地
方
道
富
士
・
富
士
宮
・

由
比
線
の
直
線
コ
ー
ス
約
二
五

〇
メ
ー
ト
ル
を
駆
け
抜
け
た
。

ス
タ
ー
ト
は
西
の
馬
場
先
観

音
、
ゴ
ー
ル
は
東
の
庚こ

う

申し
ん

堂ど
う

付

近
で
、
こ
れ
が
流
鏑
馬
の
馬
場

写真　川口祭十郎が建てた標柱
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木
像
を
配
祀
す
。
伝
云
、
三
河
国
鳳
来
寺
峯
薬
師
と
同
木
を
以
刻
む
所
な
り
と
。
但

古
像
は
東
泉
院
に
安
じ
て
、
今
祠
中
に
配
す
る
は
新
像
な
り
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
光
立
寺
と
い
う
臨
済
宗
の
寺
が
あ
り
、
旧
名
を
「
イ
ゲ
寺
」
と
い
っ
た
。

山
林
の
イ
ゲ
林
と
い
う
所
が
旧
地
で
、
か
つ
て
こ
こ
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
独と

っ

鈷こ

や
銅
の
仏

具
が
出
て
き
た
。
元
真
言
宗
の
寺
だ
っ
た
と
あ
る
。
著
者
の
桑
原
藤
泰
は
イ
ゲ
は
会
下
の

こ
と
で
、
精
舎
の
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。『
駿
河
志
料
』（
中
村
高
平
、
文
久
元

年
〈
一
八
六
一
〉
成
立
）
で
は
、
こ
の
地
が
顕け

ん

密み
つ

の
道
場
で
、
今
宮
神
宮
寺
で
あ
り
、
そ

の
旧
跡
を
禅
院
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

時
代
は
下
る
が
、
近
世
の
地
誌
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
編

纂
さ
れ
た
『
今
泉
村
誌
』
に
は
、次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
（
句
読
点
は
筆
者
）。

今
宮　

此
地
ニ
ハ
富
士
下
方
五
社
ノ
一
ナ
ル
富
士
浅
間
神
社
ア
リ
。
此
宮
式
外
ニ
ハ
ア
レ
ド

モ
、
森
林
鬱
茂
シ
テ
極
メ
テ
神
進
ビ
タ
ル
古
社
ナ
リ
。
其
創
建
ノ
古
キ
コ
ト
ハ
一
見

何
人
モ
疑
ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
惜
イ
哉
、
中
古
二
度
ノ
火
災
ニ
罹
リ
、
記
録
宝
物
尽
ク

烏
有
ニ
帰
シ
、
今
一
モ
考
フ
ル
ニ
由
ナ
シ
。
蓋
シ
、
今
宮
ト
ハ
大
宮
ニ
対
ス
ル
此
ノ

神
社
ノ
名
称
ニ
シ
テ
、
遂
ニ
ハ
本
村
ノ
名
称
ト
ナ
リ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
故
ニ
、
本
村

ハ
神
戸
、
一
色
ト
共
ニ
神
社
ノ
封
戸
ナ
リ
シ
ガ
如
シ
。
東
泉
院
下
方
五
社
総
別
当
ナ

ル
ニ
及
ビ
テ
其
領
ス
ル
所
ト
ナ
リ
。（
後
略
）

　

村
誌
の
著
者
の
解
釈
で
は
あ
る
が
、「
今
宮
」
と
い
う
神
社
名
は
「
大
宮
」
に
対
す
る

も
の
で
、
そ
れ
が
村
名
に
も
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
通
常
、
今
宮
は
新
た
に

ま
つ
る
若
宮
、
新
宮
の
こ
と
を
さ
し
、
当
地
の
今
宮
が
ど
の
神
社
に
と
っ
て
の
新
宮
か
が

問
題
と
な
る
。
丸
火
の
先
端
に
ま
つ
る
と
い
う
古
い
形
の
富
士
山
信
仰
を
具
現
化
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
の
浅
間
社
の
新
宮
（
山
宮
）
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
今
泉
村
誌
』
に
は
、
別
項
で
今
宮
浅
間
神
社
に
つ
い
て
の
記
載
も
あ
る
。

　

赤
　淵

　川

　

赤
　淵

　川

　

　　　　　　
　

　
　
　
　　

　
　
　　

　　　

　
　滝

　
川

　

　　　　　　
　

　
　
　
　　

　
　
　　

　　　

　
　滝

　
川

今
宮

鵜
無
ヶ
淵

桑
崎

間
門

神
戸

一
色

今
宮

鵜
無
ヶ
淵

桑
崎

間
門

神
戸

一
色

今宮浅間神社今宮浅間神社

今
泉
村

今
泉
村

大
淵
村

大
淵
村

十里木街道十里木街道

マ
ル
ビ

マ
ル
ビ

図　今宮浅間神社周辺図（昭和２２年地理調査所発行「 ２万５０００分の １地形図　吉原」を基に作成）
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今
宮
浅
間
神
社

今
宮
西
村
ニ
在
リ
。
木
花
咲
夜
比
売
命
ヲ
祀
ル
。

駿
河
記
ニ
（
以
下
、『
駿
河
記
』
の
写
し
の
た
め
中
略
）

コ
ノ
神
社
ハ
六
所
浅
間
神
社
ノ
摂
社
タ
リ
。
貞
観
六
年
ノ
創
建
ナ
リ
。
社
伝
ニ
、
貞

観
六
年
甲
申
五
月
、
富
士
山
噴
火
ノ
節
、
此
所
ヘ
モ
焼
石
転
ビ
出
デ
、
其
勢
甚
シ
カ

リ
シ
ニ
依
リ
、
時
ノ
官
人
一
向
ニ
浅
間
大
神
ノ
擁
護
ヲ
祈
リ
シ
ニ
、
今
ノ
社
地
ニ
至

リ
テ
焼
石
止
リ
シ
ニ
依
テ
、
社
ヲ
立
テ
大
神
ヲ
奉
齋
セ
シ
ト
イ
フ
。
之
レ
ニ
ヨ
リ
テ

考
フ
ル
ニ
、
本
社
ハ
貞
観
六
年
ノ
頃
コ
ノ
地
ニ
創
建
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。
今
ノ

社
殿
ハ
数
回
目
ノ
建
築
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

実
ニ
現
今
ノ
社
地
ヨ
リ
富
士
山
マ
デ
一
線
ノ
土
手
ノ
如
ク
ナ
ル
焼
石
ア
リ
。
里
俗
コ

レ
ヲ
浅
間
転
ビ
ト
イ
フ
。
境
内
ハ
其
南
端
ニ
ア
リ
。

　

貞じ
ょ
う

観が
ん

六
年
（
八
六
四
）
五
月
の
富
士
山
噴
火
は
最
大
級
の
も
の
で
あ
り
、
富
士
山
周
辺

で
は
鎮
火
祈
祷
の
た
め
に
浅
間
大
神
が
ま
つ
ら
れ
た
。
社
伝
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ひ
と
つ
が

今
宮
浅
間
神
社
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
浅
間
転
び
」は
マ
ル
ビ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

大
宮
に
対
す
る
今
宮
で
あ
る
と
先
述
し
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
は
富
知
六
所
浅
間
神
社
の
摂

社
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
富
知
六
所
浅
間
神
社
が
本
社
で
あ
り
、
い
わ
ば
富

知
六
所
浅
間
神
社
の
山
宮
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
の
が
本
社
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

三
日
市
場
に
あ
る
富
知
六
所
浅
間
神
社
は
、社
域
の
裏
側
に
溶
岩
流
が
あ
る
と
い
い
、そ

の
先
端
に
御
手
洗
の
池
が
湧
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
富
知
六
所
浅
間
神
社
に
も
マ
ル
ビ
の

先
端
に
湧
水
地
が
あ
り
、浅
間
の
神
を
ま
つ
る
絶
好
の
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う（
菊

池
邦
彦「
富
士
山
東
泉
院
を
訪
れ
た
人
々
」『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』第
一
一
号
、二
〇

一
二
年
九
月
）。
東
泉
院
が
富
知
六
所
浅
間
神
社
の
別
当
寺
院
と
し
て
設
定
さ
れ
れ
ば
、
そ

の
新
宮
で
あ
る
今
宮
浅
間
神
社
の
別
当
に
な
る
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

東
泉
院
は
、
一
九
〇
石
余
り
の
朱
印
領
を
有
す
る
領
主
で
あ
っ
た
。
朱
印
領
は
、
中
野
・

一
色
・
神
戸
・
今
宮
・
伝
法
の
一
部
・
今
泉
の
一
部
と
分
散
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

以
前
に
、
東
泉
院
は
富
士
山
下
方
五
社
の
別
当
職
と
い
う
宗
教
者
の
役
割
を
に
な
っ
て
い

た
。
東
泉
院
に
と
っ
て
は
、
朱
印
領
内
に
あ
る
今
宮
浅
間
神
社
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
た
と
も
い
え
る
。

　

現
在
、
今
宮
に
は
寺
が
一
か
寺
も
な
い
。
近
世
に
は
臨
済
宗
光
立
寺
が
あ
っ
た
が
、
明

治
以
降
、
廃
寺
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
が
今
宮
浅
間
神
社
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
伝
承
で
は
、
か
つ
て
林
祭
寺
と
い
う
寺

院
が
あ
り
、
鎰
取
の
川
口
家
か
ら
分
家
し
た
家
が
、
青
島
に
土
着
し
て
そ
こ
に
林
祭
寺
を

再
興
し
た
と
も
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
駿
河
記
』
の
「
青
島
」
の
項
に
以
下
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

○
青
島
山
林
祭
寺　

真
言
宗　

今
泉
東
泉
院
末　

除
地
二
反
九
畝
九
歩

元
は
快
翁
庵
と
云
。
高
野
山
の
僧
快
翁
盛
覚
と
て
二
人
の
僧
此
処
に
来
て
、
盛
覚
は

荒
田
島
に
止
り
、
快
翁
は
此
処
に
住
し
、
小
庵
を
結
て
快
翁
庵
と
号
す
。
後
に
一
庵

の
精
舎
と
な
り
林
祭
寺
と
改
む
。
盛
覚
が
住
み
た
る
跡
は
今
荒
田
島
の
盛
覚
寺
是
な

り
。

　

高
野
山
の
快
翁
と
盛
覚
と
い
う
ふ
た
り
の
僧
侶
が
来
て
、
快
翁
は
青
島
に
快
翁
庵
を
開

き
、
後
に
林
祭
寺
と
改
め
た
。
ま
た
、
盛
覚
が
荒
田
島
に
開
い
た
の
が
、
後
の
盛
覚
寺
で

あ
る
と
い
う
。
ど
ち
ら
も
今
泉
東
泉
院
の
末
寺
で
、
明
治
以
降
、
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
宮
は
、
神
戸
・
一
色
と
と
も
に
東
泉
院
領
に
あ
っ
て
、
長
く
水
利
に
苦
労
し
た
土
地

柄
で
あ
っ
た
。
東
泉
院
が
こ
れ
ら
の
領
地
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
今
宮
浅
間
神
社
で
の

祭
祀
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
か
。
六
所
家
旧
蔵
資
料
調
査
を
進
め
な
が
ら
、
今
後
明
ら
か

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
稿
を
お
こ
す
に
あ
た
っ
て
は
、
今
宮
の
川
口
氏
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

か
ら
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
六
所
家
総
合
調
査
委
員
・
愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
）
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六
所
家
旧
蔵
の
御
用
札
か
ら
見
る
下
方
五
社
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て

井
上　

卓
哉　

　
は
じ
め
に

　

六
所
家
旧
蔵
の
民
俗
資
料
の
総
点
数
は
、
平
成
二
五
年
三
月
に
発
行
し
た
『
六
所
家
総

合
調
査
報
告
書　

民
俗
』
内
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
六
三
六
七
点
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う

ち
、
大
部
分
を
占
め
る
の
は
、
明
治
時
代
以
降
の
六
所
家
の
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
て
き

た
民
具
類
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
点
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
六
所
家
の
前
身
で
あ

る
密
教
寺
院
・
東
泉
院
や
、
東
泉
院
が
別
当
と
し
て
管
理
し
て
い
た
富
士
山
南
麓
の
五
つ

の
浅
間
神
社
（
下
方
五
社
）
の
信
仰
に
か
か
わ
る
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

本
論
で
は
、
民
俗
資
料
の
中
に
含
ま
れ
る
信
仰
関
係
資
料
の
う
ち
、
御
用
札
と
呼
ば
れ

る
資
料
を
中
心
に
、
下
方
五
社
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
み
た
い
。

一　

東
泉
院
と
六
所
家

　
「
富
士
山
」の
山
号
を
持
つ
東
泉
院
は
、戦
国
時
代
の
終
わ
り
か
ら
今
泉
の
地
を
拠
点
に
、

時
の
権
力
者
よ
り
朱
印
地
を
認
め
ら
れ
、
別
当
と
し
て
下
方
五
社
を
管
理
す
る
密
教
寺
院

と
し
て
活
動
し
て
き
た
。
そ
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
歴
史

分
野
の
調
査
の
成
果
に
譲
る
が
、
六
所
家
旧
蔵
の
御
札
類
や
聖し

ょ
う

教ぎ
ょ
う

類
の
分
析
か
ら
、
幕
末

に
は
将
軍
家
や
沼
津
藩
の
祈
願
を
お
こ
な
う
、
格
式
高
い
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
（
井
上　

二
〇
一
三
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
一
代
（
第
二
〇
世
）
の
住
持
・
蘂ず

い

雄ゆ
う

の
時
代
に
明
治
を
迎
え
、

東
泉
院
と
い
う
寺
院
は
廃
寺
と
な
り
、
蘂
雄
は
復ふ

く

飾し
ょ
く

し
て
六
所
良よ

し

邑さ
と

（
六
所
一
と
も
）
を

名
乗
り
、
六
所
家
を
興
す
こ
と
と
な
る
。
復
飾
後
し
ば
ら
く
の
期
間
は
、
下
方
五
社
の
神

職
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
、
歴
史
分
野
の
資
料
の
中
に
は
、
社
務
と
し
て
、「
六

所
良
邑
（
一
）」
や
「
六
所
中
務
」
の
名
前
を
確
認
で
き
る
神
社
関
係
の
史
料
が
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
良
邑
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
、
六
所
家
の
主
屋
の
中
に
御み

霊た
ま

屋や

と
呼
ば
れ
る
神
道
式
の
祭
壇
を
作
り
直
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
松
田　

二
〇
一
三
）。
そ
し
て
、
御
霊
屋
の
中
に
納
め
ら
れ
た
霊
簿
の
裏
に
は
、
良
邑
は
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
の
王
政
復
古
の
知
ら
せ
を
受
け
、
復
飾
し
た
と
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

二　

六
所
家
旧
蔵
の
御
用
札

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
な
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た
六
所
家
に
伝
来
し
た
資
料
の
中
に
は
、

御
用
札
と
呼
ば
れ
る
資
料
が
三
点
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
二
点
は
、
写
真
１
お
よ

び
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
菊
の
紋
に
「
廣ひ

ろ

幡は
た

殿
御
用
」、「
廣
幡
殿
御
祈
願
所
」
と
墨
書
さ

れ
、
札
の
裏
に
は

と
い
う
焼
印
が
押
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

格
）
で
あ
る
公
家
の
廣
幡
家
の
事
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、「
廣
幡
殿
御
用
」
と
記
さ
れ
た
札
は
、
廣
幡
家
と
い
う
公
家
の
為
に
何
か
し

ら
の
行
為
を
お
こ
な
う
際
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
廣
幡
殿
御
祈
願
所
」
と
記
さ

れ
た
札
は
、
廣
幡
家
の
為
の
祈
願
を
お
こ
な
う
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
掲
げ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
御
用
札
に
は
、
そ
れ
以
外
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
札
に
記
さ
れ
た
情
報
か
ら
だ
け
で
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
こ
の
札
が
作
ら

れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

た
だ
し
、
歴
史
分
野
に
含
ま
れ
て
い
る
「
先さ

き

触ぶ
れ

」
と
い
う
史
料
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る

事
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
札
類
が
発
行
さ
れ
た
背
景
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
浮
か
び
上
が
っ
て

　

菊
の
紋
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ

に
記
さ
れ
た
廣
幡
殿
と

は
、
清せ

い

華か

家
（
摂
政
・

関
白
・
太
政
大
臣
の
位

ま
で
昇
任
す
る
こ
と
が

で
き
、
公
家
の
中
で
最

も
高
い
家
格
を
有
す
る

摂
関
家
五
家
に
次
ぐ
家

写真 ２ 写真 １
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く
る
の
で
あ
る
。

三　
「
先
触
」
に
記
さ
れ
た
も
の

　

先
触
と
は
、
旅
行
者
が
旅
行
に
先

だ
っ
て
、
通
行
す
る
街
道
の
宿
場
に

対
し
て
、
必
要
と
す
る
人
足
や
馬
、

駕
籠
な
ど
の
数
や
、
宿
泊
の
予
定
等

を
通
知
し
た
資
料
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
先
触
は
、
大
名
の
参
勤
交
代
の

際
や
、
幕
府
や
諸
藩
の
役
人
、
公
家

な
ど
が
街
道
を
通
行
す
る
際
に
発
行

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
六
所
家
旧
蔵
の
先
触
の

中
に
は
、
廣
幡
家
の
通
行
に
関
わ
る

先
触
が
二
点
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ

は
、「
廣
幡
殿
先
触
」
と
墨
書
さ
れ
、

内
側
に

の
焼
印
が
押
さ
れ
た
木
箱

に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
、
辰
年
八
月

二
九
日
に
、
冨
士
神
社
社
務
の
六
所

中
務
よ
り
、
大
津
宿
か
ら
吉
原
宿
ま

で
の
各
宿
場
の
伝
馬
所
・
取
締
中
に

宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
写

真
３
）。
も
う
一
つ
は
、
辰
年
八
月

に
廣
幡
殿
御
役
所
よ
り
大
津
宿
か
ら

吉
原
宿
ま
で
の
各
宿
場
の
役
人
に
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
４
）。

　

両
史
料
に
記
さ
れ
た
内
容
は
ほ
ぼ

同
じ
で
、
廣
幡
殿
が
御
用
の
た
め
大
津
宿
か
ら
吉
原
宿
を
通
行
す
る
の
で
、
引
戸
駕
（
引

戸
の
付
い
た
駕
籠
）
一
梃
と
人
足
三
人
、
両
掛
（
旅
行
用
具
の
一
つ
で
、
行
李
を
棒
の
両

側
に
付
け
て
担
ぐ
も
の
）
一
揃
と
人
足
二
人
、
馬
一
匹
と
人
足
五
人
を
手
配
す
る
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
宿
泊
す
る
宿
場
と
し
て
、
石
部
宿
、
関
宿
、
桑
名
宿
、
池
鯉

鮒
宿
、
吉
田
宿
、
見
付
宿
、
岡
部
宿
、
由
比
宿
の
八
つ
の
宿
場
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
が
発
行
さ
れ
た
辰
年
と
は
、
下
方
五
社
の
一
つ
で
あ
る
「
冨
士
神
社
六

所
浅
間
宮
」（
後
に
富
知
六
所
浅
間
神
社
へ
と
改
名
）
や
「
六
所
」
の
記
載
が
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
廣
幡
殿
の
御

用
の
内
容
と
し
て
、「
廣
幡
殿
御
祈
願
所
」
の
御
用
札
の
存
在
か
ら
、
冨
士
神
社
に
お
け

る
祈
祷
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
明
治
元
年
、
冨
士
神
社
社
務
の
六

所
中
務
と
廣
幡
殿
御
役
所
か
ら
発
行
さ
れ
た
先
触
を
持
っ
た
人
物
、
お
そ
ら
く
は
冨
士
神

社
の
社
人
が
、「
廣
幡
殿
御
用
」
と
記
さ
れ
た
御
用
札
を
掲
げ
な
が
ら
、
大
津
宿
か
ら
吉

原
宿
の
間
の
各
宿
場
を
訪
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
六
所
家
に
伝
来
し
た
廣
幡
家
の
御
用
札
と
、
廣
幡
家
の
御
用
に
か
か
わ
る

先
触
を
紹
介
し
、
明
治
初
年
の
六
所
家
お
よ
び
下
方
五
社
の
活
動
の
一
端
に
対
す
る
考
察

を
試
み
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
幕
末
に
は
幕
府
や
大
名
の
祈
願
所
と
し
て
活
動
し
て
い
た
東

泉
院
が
、
明
治
を
迎
え
て
六
所
家
を
興
し
、
下
方
五
社
を
管
理
す
る
神
職
と
し
て
、
朝
廷

を
中
心
と
し
た
新
政
府
と
密
接
な
関
係
を
築
き
始
め
た
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
の
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

松
田
香
代
子　
「
六
所
邸
の
主
屋
に
残
さ
れ
て
い
た
御
霊
屋
」

　
　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書　

民
俗
』　

富
士
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
三

井
上
卓
哉　
　
「
護
符
か
ら
み
る
東
泉
院
の
宗
教
行
事
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書　

民
俗
』　

富
士
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
三

（
富
士
市
立
博
物
館　

学
芸
員
）

写真 ４

写真 ３
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近
世
陶
磁
器
か
ら
み
た
東
泉
院
の
活
動

佐
藤　

祐
樹　

は
じ
め
に

　

本
論
で
は
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
東
泉
院
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
出
土
し

た
遺
物
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
中
で
も
敷
地
北
西
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
遺
構

で
あ
る
Ｓ
Ｅ
０
２
か
ら
出
土
し
た
陶
磁
器
の
分
析
を
通
じ
て
、
江
戸
時
代
後
期
東
泉
院
の

活
動
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
０
２
は
井
戸
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
で
あ
る
。
長
辺
七
・
八
ｍ
、
短
辺
四
・
四
ｍ
、

深
さ
〇
・
五
ｍ
の
方
形
の
掘
り
込
み
の
床
面
に
さ
ら
に
一
辺
二
・
五
ｍ
程
度
の
方
形
の
掘

り
込
み
が
伴
う
遺
構
で
あ
る
。
検
出
面
か
ら
深
さ
二
・
六
ｍ
は
調
査
を
行
う
こ
と
が
出
来

た
が
、
そ
れ
以
上
は
安
全
管
理
上
の
理
由
か
ら
調
査
を
断
念
し
た
。

一　

遺
物
か
ら
見
た
年
代
的
位
置
づ
け
と
組
成

　

Ｓ
Ｅ
０
２
か
ら
は
総
数
一
九
〇
点
の
陶
磁
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
内
訳
は
、
近
世
の

も
の
が
一
五
二
点
、
時
期
不
明
・
近
現
代
の
混
入
が
三
八
点
で
あ
る
。
近
世
と
さ
れ
る
も

の
の
う
ち
五
二
点
が
一
八
世
紀
後
半
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

近
現
代
の
混
入
を
除
く
と
、
一
九
世
紀
前
半
の
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
一
七

八
〇
年
代
前
後
に
使
用
さ
れ
て
い
た
陶
磁
器
類
の
一
括
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

　

近
世
の
陶
磁
器
・
土
器
一
五
二
点
を
生
産
地
別
に
見
て
い
く
と
、
景
徳
鎮
窯
系
一
点
、

肥
前
系
七
一
点
、
瀬
戸
・
美
濃
四
〇
点
、
京
都
・
信
楽
系
一
七
点
、
備
前
系
四
点
、
志
戸

呂
系
一
点
、
常
滑
系
二
点
、
堺
系
三
点
（
す
り
鉢
の
み
）、
江
戸
系
三
点
（
焙
烙
）、
不
明

一
〇
点
で
あ
る
。

二　

注
目
さ
れ
る
出
土
遺
物

　

さ
て
、
Ｓ
Ｅ
０
２
は
一
八
世
紀
後
半
の
良
好
な
一
括
資
料
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
注
目
す
べ
き
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
た
め
、
紹
介
し
て
お
く
。

９　瀬戸・美濃　皿　

　大正～戦前　抽 46

２　京焼　平碗　

　18 世紀　抽 47

３　京焼　平碗　

　18 世紀　抽 49

５　肥前　碗（青磁染付）　

　18 世紀後半　抽 50

１　景徳鎮窯 碗　

　17 世紀後半　抽 52

７　不明　焼塩壺 蓋　

　18 世紀前半　抽 58

４　京焼風　碗　

　18 世紀前半　抽 80

0 10cm

６　肥前　皿　

　1650 年代　抽 83

８　備前　すり鉢　

　17 世紀末　抽 86

図　SE02から出土遺物の一部
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ま
ず
、
一
七
世
紀
後
半
の
中
国
景け

い

徳と
く

鎮ち
ん

窯
産
と
考
え
ら
れ
る
大
き
な
碗
の
破
片
で
あ
る

（
図

−

一
）。
火
災
に
あ
っ
て
お
り
、
破
片
同
士
が
く
っ
つ
い
た
ま
ま
出
土
し
た
。
一
七
世

紀
後
半
、
中
国
で
は
、
明
か
ら
清
へ
の
王
朝
交
代
に
伴
う
混
乱
や
、
明
勢
力
の
一
掃
を
ね

ら
っ
た
海
禁
政
策
に
伴
う
遷
海
令
（
一
六
六
一
年
）
に
よ
り
、
清
が
海
外
貿
易
を
禁
止
し

た
た
め
、日
本
国
内
に
お
け
る
景
徳
鎮
窯
製
品
の
出
土
量
が
激
減
す
る（
大
貫
二
〇
〇
〇
）。

し
か
し
、
こ
の
地
か
ら
一
七
世
紀
後
半
の
中
国
景
徳
鎮
窯
産
と
考
え
ら
れ
る
製
品
が
出
土

し
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
当
時
の
東
泉
院
の
社
会
的
位
置
づ
け
を
考
え
る
際
に

重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
焼や

き

塩し
お

壺つ
ぼ

の
存
在
も
注
目
さ
れ
る
（
図

−

七
）。
焼
塩
壺
と
は
、「
蓋
を
伴
う
小
形

の
土
師
質
土
器
で
、
焼
塩
の
製
造
と
流
通
と
を
兼
ね
た
容
器
」
で
あ
り
、
武
家
屋
敷
な
ど

で
の
宴
席
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
特
殊
な
塩
と
し
て
贈
答
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

（
江
戸
遺
跡
研
究
会
二
〇
〇
一
）。
Ｓ
Ｅ
０
２
か
ら
は
産
地
不
明
な
が
ら
、
蓋
三
点
、
身
一

点
が
出
土
し
て
お
り
、
今
後
、
県
内
に
お
け
る
出
土
例
を
集
成
し
、
そ
の
特
殊
性
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ほ
か
に
も
京
焼
の
高
級
品
や
肥
前
の
青
磁
染
付
碗
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
宗
教
的
と

い
う
よ
り
は
、飲
食
に
関
係
す
る
日
常
生
活
の
色
彩
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

多
く
の
破
片
に
二
次
的
な
被
熱
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
出
土
し
た
瓦
に
つ
い
て
は
別
に
報
告
す
る
が
、
陶
磁
器
同
様
、
一
八
世
紀
後
半

の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
土
蔵
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
海な

ま
こ鼠
瓦
の
存
在
や
切
妻
造

り
建
物
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
袖
平
瓦
の
出
土
が
注
目
さ
れ
る
。

三　

Ｓ
Ｅ
０
２
か
ら
見
る
東
泉
院
の
建
築
活
動

　

で
は
、
Ｓ
Ｅ
０
２
出
土
資
料
は
、
何
の
た
め
に
廃
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
答
え
は
破
片
に
残
さ
れ
た
被
熱
の
痕
跡
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
限
ら
れ
た
時

間
幅
の
資
料
が
一
度
に
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
行
為
自
身
が
何
か
特
殊
な
目

的
を
持
つ
以
外
、
単
な
る
廃
棄
と
考
え
ら
れ
る
例
が
多
い
。
Ｓ
Ｅ
０
２
出
土
資
料
も
、
火

災
後
の
片
付
け
行
為
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
な
解
釈
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
、
ど
の
よ
う
な
建
物
が
上
記
の
よ
う
な
高
級
品
や
宴
席

道
具
を
有
し
、
さ
ら
に
火
災
に
あ
っ
た
の
か
、
絵
図
や
棟
札
と
対
比
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
既
に
、
東
泉
院
の
棟
札
類
に
つ
い
て
は
、
建
部
（
二
〇
〇
九
）、
井
上
（
二
〇
〇
九
）

に
よ
る
報
告
が
あ
る
が
、
特
に
建
部
に
よ
る
報
告
の
中
に
Ｓ
Ｅ
０
２
と
の
関
連
を
示
す
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
建
部
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
描
か
れ
た
東
泉
院
敷
地
の
建

物
配
置
を
示
し
、「
客
殿
焼
失
当
時
無
御
座
候
」「
唐
破
風　

当
時
仮
建
」
と
の
書
き
込
み

に
注
目
し
た
。
さ
ら
に
残
存
す
る
棟
札
か
ら
「
朱
殿
」（
焼
失
し
て
い
た
主
屋
客
殿
）
は
、

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
旧
土
肥
町
八
木
沢
集
落
の
大
工
に
よ
り
再
建
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
図
な
ど
に
見
ら
れ
る
一
八
世
紀
後
半
の
年
代
は
、
先
に
示
し
た
Ｓ
Ｅ
０
２
の
廃
棄
年

代
と
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
、
寛
政
二
年
頃
に
あ
っ
た
東
泉
院
主
屋
で
の
火
災
の
片

付
け
に
伴
う
遺
物
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

今
回
は
、
出
土
遺
物
の
紹
介
を
通
じ
て
、
一
八
世
紀
後
半
に
あ
っ
た
東
泉
院
主
屋
で
の

火
災
と
そ
の
片
付
け
行
為
の
存
在
を
復
元
し
た
。
今
後
も
、
発
掘
調
査
と
文
献
史
料
と
の

総
合
調
査
・
研
究
を
進
め
な
が
ら
東
泉
院
の
実
態
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

【
参
考
文
献
】

井
上
卓
哉　
「
六
所
家
旧
蔵
棟
札
類
の
概
要
」『
館
報　

平
成
二
〇
年
度
』

　
　
　
　
　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
〇
九

江
戸
遺
跡
研
究
会　
『
図
説　

江
戸
考
古
学
研
究
事
典
』
柏
書
房　

二
〇
〇
一

大
貫
浩
子　
「
東
大
構
内
遺
跡
出
土
の
貿
易
陶
磁
に
つ
い
て
」『
加
賀
殿
再
訪
』

　
　
　
　
　

東
京
大
学
出
版　

二
〇
〇
〇

建
部
恭
宣　
「
東
泉
院
の
棟
札
類
と
建
築
生
産
活
動
」『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』第
四
号

　
　
　
　
　

富
士
市
立
博
物
館　

二
〇
〇
九（

富
士
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課　

職
員
）
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東
泉
院
関
係
新
出
史
料
「
神
道
裁
許
状
」
の
紹
介井

坂　

武
男　

は
じ
め
に

　

表
紙
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
平
成
二
五
年
二
月
二
日
（
土
）
に
六
所
家
総
合
調
査
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
『
東
泉
院
聖
教
の
世
界
～
富
士
山
麓
・
吉
原
宿
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
を
探
る
～
』

を
開
催
し
た
。
そ
の
後
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
内
在
住
の

方
か
ら
東
泉
院
に
関
係
す
る
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
と
連
絡
が
あ
り
調
査
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
古
文
書
が
三
点
あ
り
、
内
一
点
が
三
日
市
浅
間
神
社
（
富
知
六
所
浅
間
神

社
）
の
社
人
「
小
糸
左
近
」
の
名
前
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
日
市
浅
間
神
社
は
、
東
泉

院
が
支
配
す
る
下
方
五
社
の
一
つ
に
あ
た
る
神
社
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
神
職
が
烏
帽
子
や
衣
服
な
ど
の
着
用
の
許
可
を
得
る
「
神し

ん

道と
う

裁さ
い

許き
ょ

状じ
ょ
う

」

と
よ
ば
れ
る
京
都
吉
田
家
が
発
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
に
関
す
る
こ
と
と
、

東
泉
院
と
吉
田
家
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
た
い
。

は
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
一
月
一
五
日
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
古
文
書
の
全
翻
刻

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

駿
河
国
冨
士
郡
三
日
市
場
村
六
所
浅
間
宮

　
　

剱
大
夫
小
糸
左
近
平
信
政
着
風
折
烏
帽
子
布
衣

　
　

可
専
恒
例
之
神
役
者

　
　

神
道
裁
許
状
如
件

　
　
　
　

文
化
十
四
年
正
月
十
五
日

　
　

神
祇
管
領
長
上
侍
従
卜
部
朝
臣
良
長
（
印
）

　

こ
の
内
容
は
、
三
日
市
浅
間
神
社
の
剱
大
夫
小
糸
信
政
に
「
風
折
烏
帽
子
」「
布
衣
」

を
着
用
し
て
も
良
い
と
い
う
許
可
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
書
中
に
「
恒
例
之
神
役
」
と

あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
神
役
を
さ
す
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

文
書
の
最
後
の
文
言
が
「
神
道
裁
許
状
如
件
」
と
い
う
点
と
、
衣
服
の
許
可
を
与
え
て

い
る
と
い
う
内
容
か
ら
こ
の
文
書
が
「
神
道
裁
許
状
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

発
給
者
は
「
卜う

ら

部べ

朝
巨
良
長
」
と
あ
る
「
卜
部
」
と
は
、
吉
田
家
の
こ
と
で
あ
る
。
吉

田
家
と
は
、
京
都
吉
田
神
社
の
祠
官
で
吉
田
神
道
の
宗
家
で
あ
る
。
本
姓
を
卜
部
と
い
い

兼か
ね

熙ひ
ろ

（
一
三
四
八
～
一
四
〇
二
）
の
時
、「
吉
田
」
に
姓
を
改
め
た
。

　

風
折
烏
帽
子
や
布
衣
の
着
用
を
許
可
さ
れ
た
「
小
糸
信
政
」
は
三
日
市
浅
間
神
社
の
社

人
で
鎰か

ぎ

取と
り

の
役
に
あ
っ
た
人
物
（
２
）
で
あ
る
。
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
に
家
督
を

相
続
し
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
ま
で
鎰
取
を
勤
め
た
。
こ
の
神
道
裁
許
状
は
、
家
督
相

続
を
し
て
間
も
な
い
頃
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
二　

吉
田
家
に
つ
い
て

　

吉
田
家
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
吉
田
神
道
の
宗
家
に
あ
た
り
神
道
に
関
す
る
文
書
を

発
給
で
き
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
家
で
あ
る
。

　

本
来
、
神
社
に
関
す
る
こ
と
は
天
皇
が
行
う
こ
と
で
あ
り
、
神
祇
官
が
担
当
し
て
い
た
。

一　

神
道
裁
許
状
と
は

　

神
道
裁
許
状
は
吉
田
家
が
神
社
に
奉

仕
、
参
拝
す
る
人
物
に
対
し
て
、
神
事
に

関
す
る
装
束
、
祭
礼
の
復
興
な
ど
の
諸
事

を
許
可
す
る
際
に
発
給
し
た
文
書
で
あ

る
。
初
見
は
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
二

月
、
三
河
国
設
楽
郡
河
路
村
（
現
愛
知
県

新
城
市
）
一
宮
神
主
伊
原
貞
朝
に
宛
て
ら

れ
た
も
の
（
１
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
江

戸
時
代
ま
で
全
国
の
神
主
な
ど
に
発
給
さ

れ
て
い
る
。

　

今
回
見
つ
か
っ
た
神
道
裁
許
状（
写
真
）

写真　今回見つかった神道裁許状
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吉
田
家
は
こ
の
長
官
（
神じ

ん

祇ぎ

伯は
く

）
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
神
祇
伯
は
代
々
白
川
家
が

勤
め
て
お
り
、
吉
田
家
は
次
官
で
あ
る
神
祇
大
副
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
神
職
に
関
す
る
様
々
な
権
利
を
天
皇
か
ら
委
任
さ
れ
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
史

料
に
も
み
ら
れ
る
「
神じ

ん

祇ぎ

管か
ん

領れ
い

長ち
ょ
う

上じ
ょ
う

」
を
吉
田
兼か

ね

見み

（
一
五
三
五
～
一
六
一
〇
）
か
ら
名

乗
り
、
神
祇
伯
で
あ
る
白
川
家
に
匹
敵
す
る
権
限
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
３
）。

　

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
江
戸
幕
府
が
出
し
た
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
（
４
）
の
第
三

条
目
に
は
、

　
　

一
、
無
位
之
社
人
、
可
着
白
張
、
其
外
之
装
束
者
、
以
吉
田
之
許
状
可
着
之

　

と
あ
り
、
各
種
の
装
束
を
着
用
す
る
場
合
は
「
吉
田
之
許
状
」
を
必
要
と
す
る
規
定
が

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
吉
田
家
の
許
状
（
神
道
裁
許
状
）
が
な
い
と
無
地
以
外
の
装
束
を

身
に
着
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
も
吉
田
家
の
全
国
の
神
職
の
補
任
な
ど
の
権

限
を
み
と
め
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
神
に
位
階
や
称
号
を
授
与
す
る
場
合
も
、
吉
田
家
が
文
書
（
宗そ

う

源げ
ん

宣せ
ん

旨じ

）
を
発

給
す
る
権
限
を
有
し
、
全
国
の
神
社
支
配
に
か
な
り
の
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

　
三　

東
泉
院
と
吉
田
家
の
関
係

　

現
在
整
理
し
て
い
る
六
所
家
旧
蔵
資
料
に
は
、
吉
田
家
や
同
家
の
雑
掌
を
勤
め
た
鈴す

ず

鹿か

家
と
の
や
り
と
り
を
し
た
も
の
が
何
点
か
み
ら
れ
る
。
下
方
五
社
を
統
率
す
る
東
泉
院
と

し
て
は
、
神
職
界
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
吉
田
家
と
の
関
係
は
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

文
書
の
内
容
は
、
三
日
市
浅
間
神
社
の
社
人
の
継
目
の
許
状
願
を
「
大
宮
公
文
所
」
へ

出
す
の
に
、
東
泉
院
か
ら
鈴
鹿
家
に
対
し
て
御
沙
汰
を
お
願
い
し
て
い
る
文
書
（
５
）
が

み
ら
れ
る
。
他
に
鈴
鹿
家
か
ら
東
泉
院
に
対
し
て
、
社
人
の
職
分
の
仮
免
状
を
発
給
す
る

旨
を
記
し
た
文
書
（
６
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
下
方
五
社
の
社
人
に
関
す

る
許
状
な
ど
は
、
別
当
で
あ
る
東
泉
院
を
通
じ
て
、
吉
田
家
や
鈴
鹿
家
と
や
り
取
り
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
神
道
裁
許
状
は
、
吉
田
家
か
ら
小
糸
家
に
直
接
発
給
さ
れ
て
い
る
。
神

道
裁
許
状
自
体
は
、
直
接
社
人
に
発
給
さ
れ
る
性
格
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
他
の
六
所
家
旧
蔵
資
料
に
残
る
神
職
に
関
す
る
資
料
を
み
る
と
何
ら
か
の
東

泉
院
の
関
与
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
道
裁
許
状
が
発
給
さ
れ
る
ま
で
、
小
糸
家

か
ら
東
泉
院
に
伺
い
を
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ

ろ
そ
れ
を
裏
付
け
る
文
書
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
も
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

神
道
裁
許
状
は
、
今
の
と
こ
ろ
六
所
家
旧
蔵
資
料
で
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
回
発

見
さ
れ
た
文
書
は
、
東
泉
院
側
で
は
な
く
、
下
方
五
社
の
浅
間
神
社
側
か
ら
発
見
さ
れ
、

社
家
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。

　

六
所
家
資
料
は
ま
と
ま
っ
て
あ
る
文
書
群
だ
が
、
下
方
五
社
や
村
な
ど
周
辺
に
関
す
る

資
料
が
少
な
い
状
態
で
あ
る
。
今
後
も
、
東
泉
院
と
そ
の
周
辺
に
関
し
て
総
合
的
に
調
査

し
て
い
き
全
体
の
解
明
を
し
て
い
き
た
い
。

　
注（

１
）
井
上
智
勝
著
『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七

（
２
）
六
所
家
旧
蔵
資
料

（
３
）
井
上
智
勝
著
『
吉
田
神
道
の
四
百
年
』
講
談
社　

二
〇
一
三

（
４
）
法
制
史
学
会
編
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
五　

創
文
社　

一
九
五
九

（
５
）
六
所
家
旧
蔵
資
料

（
６
）
六
所
家
旧
蔵
資
料

※ 

出
典
を
表
記
す
る
場
合
、
文
書
名
と
文
書
番
号
ま
で
明
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
六
所
家

旧
蔵
資
料
は
整
理
途
中
の
た
め
「
六
所
家
旧
蔵
資
料
」
と
だ
け
記
し
た
。

（
富
士
市
立
博
物
館　

学
芸
員
）



　現在、博物館では六所家旧蔵資料の調査を行っています。この資料は、
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教
ぎょう
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の周辺に関連する資料がほとんどみつかっていない状態です。今回紹介し

た新出史料は東泉院を総合的に調査していく上で貴重なものであり、博物
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